






要約:児童虐待は古くは 19 世紀後半に児童の人権の問題として取り上げられていたが、医

学的には 1960 年代に battered child syndrome として報告され、当初は病院や一部の福

祉機関を中心に取り組みが開始された。しかし、児童虐待に対する適切な診断、治療、支

援を行うには従来の伝統的な医療福祉機関の役割分担では困難であり、社会的にも法的に

も広く認知された児童虐待対策システムが必要であった。

イギリス連合王国ではいくつかの児童虐待事件を契機として、専門家やマスコミ、一般市

民を巻き込んだ社会的論争が生じ、その結果として児童虐待対策システムが進展してきた。

アメリカ合衆国では州ごとによって児童虐待対策システムは大きく異なるが、基本的には

政府や公的機関が積極的に家族介入し強制分離も行い、最終的には裁判所を中心とした司

法介入を導入している。イギリス連合王国やアメリカ合衆国で行われている児童虐待対策

システムを社会制度も家族関係も異なるわが国に直接導入することは決して賢明な方策で

はないが、これら欧米諸国が児童虐待対策を法的に明確に位置付け、緊急対応も可能な援

助システムを制度化し、ボランティア団体などとともに充実した活動を行ってきた課程に

学ぶべき点は多い。

今後は、西欧社会における児童虐待対策のシステム化を研究するだけではなく、アジア諸

国における児童虐待の実状と対策を調査研究し、アジア社会における虐待対策の国際交流

を図る必要があると思われる。


